
様式６－５　健診有所見者状況（男女別・年代別）

60歳代

男性

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

様
式
６
－
５
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様式６－６　健診有所見者状況（男女別・年代別）

70歳代(70-74歳）

男性

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

様
式
６
－
６
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様式６－７　健診有所見者状況（男女別・年代別）

（再）65-74歳

男性

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

受診者数

摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

臓器障害
（※は詳細検査）

腹囲＊ 中性脂肪 ALT(GPT)
HDLコレス
テロール

血糖 HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白
（クレアチニ

ン）
心電図※ 眼底検査※

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

様
式
６
－
７
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様式６－８　メタボリックシンドローム該当者・予備群（40-74歳）

男性
総数 40歳代 50歳代 60歳代 70-74歳 （再）65-74歳

人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合②

被保険者数（40-74歳）
健診受診者数（受診率％）

腹囲85cm以上の者

（再）
有所見
の重複
状況

高血糖 高血圧 高脂血

腹囲のみ

予備群
●

●
●

該当者

● ●
● ●

● ●
● ● ●

メタボ予備群
メタボ該当者

女性
総数 40歳代 50歳代 60歳代 70-74歳 （再）65-74歳

人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合②

被保険者数（40-74歳）
健診受診者数（受診率％）

腹囲90cm以上の者

（再）
有所見
の重複
状況

高血糖 高血圧 高脂血

腹囲のみ

予備群
●

●
●

該当者

● ●
● ●

● ●
● ● ●

メタボ予備群
メタボ該当者

注）割合①の分母は健診受診者、割合②の分母は腹囲85cm以上または90cm以上

様
式

６
－

８
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男性
健診受診者 6,481

女性
健診受診者 12,685

40～74歳 36.9% 40～74歳 66.1%
国保被保険者 17,548 国保被保険者 19,184

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000

０～４歳

０～１０歳

１０～１４歳

１５～１９歳

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５歳以上

(人)

健診受診者数

被保数

総人口

020004000600080001000012000140001600018000

○○市の総人口のうちの国保被保険者数・健診受診者数（平成○年度）

様式６－９　健診受診状況～被保険者数及び健診受診者のピラミッド
様

式
６
－

９

注）健診受診者数は基本健診受診者数と国保人間ドック受診者数の合計
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糖尿病等生活習慣病予防のための健診・保健指導

 

健診から保健指導実施へのフローチャート

４０歳～７４歳の被保険者を抽出

　　A　人

健診受診者

被保険者台帳

★特定健康診査の実施

年１回受診

健診未受診者

健診受診情報(問診等）とレセプトを突合

生活習慣病
治療中＊

治療なし 治療なし

レベル４

健診結果の判定

特定保健指導の対象者

レベル２

健
康
診
査

保
健
事
業
対
象
者
の
明
確
化

未受診者対策 医療との連携 医療との連携

◆医療機関を受診する必要
性について通知・説明
◆適切な生活改善や受診行
動が自分で選択できるよう支
援

特定保健指導特定保健指導以外の
保健指導

保
健
事
業

計
画
P

評
価
Ｃ
※

次年度の特定健診の受診※

必要に応じて主治医の指示
のもと、保健指導が行われる
よう調整

健診データをもとに特定保健指
導個別支援計画を作成

使　用　す　る　学　習　教　材　の　選　択

次年度の特定健診未受
診又は結果未把握※

かかりつけ医と連
携した対応

レベルX レベル４

改
善
Ａ

支　援　方　法　の　検　証　、　改　善　策　の　検　討（ポピュレーションアプローチとの連携含む）

◆健診結果の見方に
ついて通知・説明

健診対象者

　★特定健診受診率

他の健診等の
結果の提出者

情報提供

良

生活習慣病のコントロール

不良

特定保健指導以外の対象者

特定保健指導

動機づけ支援 積極的支援

レベル２

動機づけ支援実施者数

Y　人

積極的支援実施者数

Z　人

※次年度のメタボ該当者　   　　　　　　　　　　・予備群　   　　　　　　　　　　、糖尿病等有病者・予備群の評価（改善、悪化）、データの改善、リスク数の
減少

◆対象者の特徴に応じた行動
変容を促す保健指導の実施
◆行動目標・計画の策定
◆健診結果により、必要に応じ
て受診勧奨を行う

実施者数

　X　人

レベル１

◆特定健診の受診勧
奨（例：健診受診の重
要性の普及啓発、簡易
健診の実施による受診
勧奨）

◆かかりつけ医と保健指導実施
者との連携
◆学習教材の共同使用
◆医療機関における診療報酬上
の生活習慣病管理料、栄養食事
指導料の積極的活用
◆治療中断者対策及び未受診者
対策としてのレセプトと健診データ
の突合・分析

メタボ該当者

　　C　人

メタボ予備群

　Q　人

　　R　人

　　B　人

　　D　人 　　E　人

　　G　人

保
健
事
業
の

実
践
Ｄ

　　Ｔ　人

　Ｕ　人

　Ｖ　人

レベル３

個別に働きかけを
行った人の数

　 Ｗ　人

　　Q´人 　　R´人

　　Ｆ　％

生活習慣病
治療中＊

　Ｈ　人 　　Ｉ　人
　　Ｊ　人

　Ｋ　人 　　Ｌ　人
レベル３

受診必要

情報提供
（受診の必要性を含む）

受診不必要

レベル１

　  Ｍ 人 　Ｎ　人

　Ｏ　人 　Ｐ　人

分析

　Ｓ　％

★特定保健
指導実施率

Ｙ＋Ｚ

Ｏ＋Ｐ

様式６－１０

未受診なのでレベル
が未知のグループ

＊対象となる生活習慣病の病名と治療

①糖尿病
②インスリン療法
③高血圧症
④高脂血症
⑤（高尿酸血症）
⑥肝障害
⑦糖尿病性神経障害
⑧糖尿病性網膜症
⑨糖尿病性腎症
⑩（痛風腎）

⑪高血圧性腎臓障害
⑫脳血管疾患
　　⑬脳出血
　　⑭脳梗塞
　　⑮その他の脳血管疾患
⑯虚血性心疾患
⑰動脈梗塞
⑱大動脈疾患
⑲人工透析
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